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八
…
カ
国
語
の
外
国
人
電
話
法
律
人
権
相
談
開
く

六
・
四
ム
ハ
J

4

木
村
払
い
催
国
貝
ム
豆
、
ピ
ン
ハ
ネ
机
汀
間
出
l
人
世
ハ
説
働
半
匂
存
』
灼

ω
ぐ
る
叩
環
崎
明
一

求
め
ら
れ
る
恒
常
的
な
相
談
窓
口
」

六
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
の
三
日

間
、
大
阪
地
評
弁
護
団
と
大
阪
社
会
法
律

文
化
セ
ン
タ
ー
の
主
催
、

R
I
N
K後
援

で
、
外
国
人
電
話
法
律
人
権
相
談
が
行
わ

れ
た
。
安
全
セ
ン
タ
ー
も
R
I
N
K構
成

団
体
と
し
て
協
力
し
た
。

宣
伝
は
も
う
一
歩
?

こ
の
電
話
相
談
の
宣
伝
の
た
め
に
、
ハ

ン
グ
ル
、
中
国
語
、
英
語
、
タ
イ
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
夕
、
ガ
ロ
グ
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語

で
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
(
先
月

号
を
参
照
)
、
外
国
公
館
な
ど
関
係
諸
機

関
等
に
送
付
し
た
。
ま
た
同
様
の
チ
ラ
シ

を
直
前
の
日
曜
日
に
大
阪
城
公
園
で
配
っ

た
が
、
外
国
人
ら
し
き
姿
は
期
待
し
た
ほ

ど
多
く
は
な
く
、
肩
透
か
し
を
食
っ
た
感

じ
だ
っ
た
。
ま
た
、
事
前
に
報
道
す
る
新

聞
記
事
も
少
な
く
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
宣

伝
が
行
き
届
か
ず
、
相
談
は
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
不
安
を
覚
え
な
が
ら

四
日
当
日
を
迎
え
た
。

入
管
法
上
の
不
安
の
大
き
さ
を

感
じ
さ
せ
る
相
談
内
容

前
述
の
言
語
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
加
え

た
八
か
国
語
の
通
訳
の
協
力
を
得
て
、
電

話
を
待
っ
た
。
最
終
的
に
相
談
件
数
は
四

九
件
に
上
っ
た
。
「
チ
ラ
シ
を
見
て
」
と

い
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、
や
は
り
テ
レ
ビ

報
道
の
効
果
が
大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

さ
て
、
相
談
内
容
は
、
ビ
ザ
の
取
得
・

変
更
な
ど
入
管
法
・
外
登
法
上
の
問
題
に

関
す
る
相
談
、
特
に
、
婚
姻
関
係
と
の
関

連
で
在
留
資
格
を
尋
ね
る
相
談
が
目
立
っ

た
。
ま
た
、
子
供
の
教
育
施
設
の
紹
介
を

求
め
る
相
談
も
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
今
や
外
国
人
も
日
本
人
と
同
様
、

自
ら
の
生
活
を
築
い
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
同
時

に
、
入
管
法
上
、
違
法
で
あ
る
と
い
う
理

由
に
よ
り
、
生
活
上
の
不
便
、
無
権
利
状

態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
外
国
人
の
現
状
の

一
端
を
う
か
が
わ
せ
た
。
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本
人
に
は
、
外
国
人
に
も
労
災
保
険
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
、
申
請
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
。

横
た
わ
る
言
葉
の
壁

重
要
な
通
訳
の
役
割

外
国
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
我
々
が
意

思
疎
通
が
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
の
を
も

ど
か
し
く
思
う
以
上
に
、
自
分
の
困
難
な

状
態
を
自
分
の
国
の
言
葉
で
相
談
で
き
る

機
会
の
少
な
い
外
国
人
の
不
安
は
大
き
い

に
違
い
な
い
。

今
回
の
電
話
相
談
も
、
二
九
名
の
通
訳

者
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ち
り
こ
そ
、
無
事
に

終
え
ら
れ
た
と
も
ニ
一
一
早
え
よ
う
。
事
例
に
よ

っ
て
は
、
相
談
当
日
だ
け
で
な
く
そ
の
後

も
通
訳
と
し
て
同
伴
し
て
頂
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
、
外
国
人
の

権
利
擁
護
運
動
に
お
け
る
通
訳
の
果
た
す

役
割
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

た
だ
し
、
ご
く
少
数
の
通
訳
者
の
厚
意

に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
傾
向
も
否
め
ず
、

通
訳
と
の
協
力
関
係
を
更
に
広
げ
て
い
く

こ
と
は
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。継

続
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

相
談
件
数
、
内
容
か
ち
り
、
こ
れ
が
全
体

像
を
必
ず
し
も
反
映
し
て
い
る
と
も
言
え

な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
昨
秋
の
労
災
相

談
で
多
か
っ
た
労
災
や
医
療
の
相
談
は
、

今
回
少
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
へ
の

国
・
行
政
の
対
策
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
だ
と

も
思
え
な
い
。
現
に
安
全
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ま
れ
る
外
国
人
の
労
災
相
談
は
今
も

減
っ
て
は
い
な
い
。

入
管
法
の
前
に
無
権
利
状
態
に
置
か
れ

連
絡
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
外
国
人
も

存
在
す
る
に
違
い
な
い
。
三
日
間
の
み
と

い
う
相
談
期
間
の
短
さ
、
宣
伝
が
ど
こ
ま

で
行
き
渡
っ
た
か
、
こ
う
し
た
こ
と
を
振

り
返
る
と
反
省
点
も
あ
り
、
な
お
一
層
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
強
め
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

ま
た
、
今
回
の
相
談
を
通
じ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
外
国
人
の
相
談
も
生

活
全
般
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
応
え
る
べ
く
、
安
全

セ
ン
タ
ー
も
、
弁
護
士
と
の
協
力
や

R
I

N
K
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
全

面
的
な
支
援
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き

た
い
。
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労
災
相
談
は
一
件

変
わ
ら
ぬ

外
国
人
労
働
者
の
労
災
か
く
し

労
災
に
関
す
る
相
談
は
一
件
だ
け
で
、

安
全
セ
ン
タ
ー
が
引
き
続
き
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
そ
の
概
略
だ
け
を
紹
介
し
た
い
。

相
談
は
、
仕
事
中
に
け
が
を
し
た
が
、

事
故
直
後
に
一
度
病
院
で
受
診
し
た
き
り

で
、
加
え
て
会
社
は
今
ま
で
通
り
の
給
料

を
払
え
な
い
と
言
わ
れ
、
困
っ
て
い
る
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
医
師
か
ら
全
治
三
か

月
と
言
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
働
け
な

い
た
め
に
所
持
金
も
少
な
く
、
身
体
も
不

自
由
な
の
で
、
初
診
か
ち
り
電
話
相
談
の
日

ま
で
、
一
か
月
弱
病
院
に
も
行
く
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
身
体
的
、
精
神
的
に
一

番
苦
し
い
時
期
に
放
置
さ
れ
、
本
人
は
困

り
果
て
て
電
話
を
か
け
て
き
た
と
い
う
わ

斗ノだ。そ
の
後
、
詳
し
く
事
情
を
聞
く
と
、
日

本
人
で
な
い
か
ら
労
災
保
険
は
適
用
さ
れ

な
い
と
雇
用
主
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
。
こ

こ
で
も
、
九
O
年
六
月
の
「
改
正
」
入
管

法
に
お
け
る
雇
用
主
罰
則
規
定
の
欠
陥
が

現
れ
て
い
る
。
労
災
を
申
請
す
る
こ
と
で
、

外
国
人
を
資
格
外
就
労
さ
せ
て
い
る
こ
と

が
入
管
に
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
が
、
一
雇
用
主
に
労
災
申
請
を
ち
ゅ
う

ち
よ
さ
せ
、
労
災
の
事
実
を
も
み
消
す
結

果
を
生
み
、
最
終
的
に
労
働
者
自
身
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

の
相
談
も
外
国
人
労
働
者
の
労
災
の
典
型

的
な
事
例
と
言
え
よ
う
。
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全

国

安

全

セ

ン

タ

ー

情

報

7
月

号

よ

り

マ
ノ
『
入
が
パ
、
守
〈

l
h
1

/

l

l
，
'
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
法
の
制
定
を

ア
ス
ベ
ス
ト

O
番、
二
年
目
は
一
九
三
件

相
次
ぐ
労
災
認
定
、

被
害
救
済

昨
年
七
月
に
実
施
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
一

一
O
番
に
は
三
二
五
件
も
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
深
刻
な
健
康
被
害
の
相
談
も
多
か

っ
た
。
そ
の
第
二
回
目
が
、
四
月
二
八
日

に
全
国
二
都
府
県
一
四
ヶ
所
に
窓
口
を

設
置
し
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
規
制
法
制
定
を

目
指
す
運
動
が
、
日
本
社
会
党
に
よ
る
法

案
完
成
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
、

さ
ら
に
ア
ス
ベ
ス
ト
・
ノ
!
の
声
を
強
め

て
い
く
と
い
う
位
置
づ
け
で
実
施
さ
れ
た

も
の
。総
計
で
一
九
三
件
の
相
談
が
あ
り
、
職

業
曝
露
に
よ
る
健
康
被
害
の
相
談
が
約
四

割
だ
っ
た
(
表
l
)
。
職
業
曝
露
以
外
で

も
、
親
戚
の
四
三
才
の
男
性
が
肺
ガ
ン
と

診
断
さ
れ
た
が
、
以
前
住
居
の
そ
ば
で
石

綿
工
場
が
操
業
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ

っ
た
。
職
業
曝
露
に
よ
る
健
康
被
害
の
相

談
事
例
の
う
ち
集
計
可
能
な
七
O
件
に
つ

い
て
①
相
談
者
と
被
災
者
の
関
係
、
②
被

災
者
の
年
令
、
③
申
告
病
名
、
④
業
種
・

職
種
に
つ
い
て
分
類
し
て
み
る
と
表
2
の

よ
う
に
な
る
。

業
種
・
職
種
は
多
岐
に
わ
た
り
、
。
ハ
ン

製
造
工
場
(
パ
ン
焼
釜
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を

使
用
)
、
障
害
者
の
共
同
作
業
所
で
自
動

車
用
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
仕
上
げ
作
業
の
請
負
、

潜
水
作
業
(
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
う
と
肺
が

強
く
な
る
と
言
わ
れ
仕
事
の
前
に
吸
っ
て

い
た
?
)
な
ど
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

死
亡
事
例
は
少
な
か
っ
た
が
、
深
刻
な

事
例
と
し
て
は
、
二

O
番
実
施
の
新
聞

報
道
が
さ
れ
た
四
月
二
一
日
に
、
。
ハ
ッ
キ

ン
製
造
メ
ー
カ
ー
の
退
職
者
で
「
悪
性
腹

膜
中
皮
腫
で
あ
と
一
週
間
も
つ
か
ど
う
か

と
主
治
医
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
」
と
の
家

族
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
四
月
二
五

日
に
死
亡
さ
れ
た
ケ
i
ス
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
前
回
同
様
、
医
療
機
関
を
紹

介
し
、
じ
ん
肺
管
理
区
分
申
請
や
今
後
の

健
康
管
理
に
つ
な
が
っ
た
も
の
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
の
労
災
認
定
に

取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
困
難
な
点
も
い
く

つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
事
業
主
が
非
協
力

的
に
態
度
を
と
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ

る
こ
と
。
第
二
に
、
労
災
補
償
に
関
す
る

医
師
・
医
療
機
関
の
理
解
が
不
足
し
て
い

る
た
め
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ

l
ス
も
あ
る

こ
と
。
第
三
に
、
ガ
ン
等
を
本
人
に
告
知

し
に
く
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
労

災
手
続
き
の
困
難
が
あ
る
こ
と
。
こ
う
し

た
点
を
一
つ
一
つ
克
服
し
て
い
き
な
が
ら

今
後
も
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
完
全
救
済
を

-4 



アスベスト・聴業がん 11 0番地域別相談件数

実施地域 今回 J ①;② 前回 lCD.l② 
東京 68: 20: 48 126: 36: 90 

f実浜 15‘ 5守 10 28 13] 15 
神奈川

横須賀 3 ! 2 ! 一

新潟 。 6・ 5 

京都 i 
'同ー 14 ; 7 ! 7 

大阪 21 ; 7 i 14 78: 43 i 35 

兵庫 尼崎 32・ 19! 13 - ， -

広島 7 3 ' 4 12・ 6 6 

松山 7: 4 ; 
2104 114白i 20 愛媛 新居浜 7; 5 

高知 9 i 2 i 7 10 i 3 7 

熊本 2 ; 0: 2 2 

長崎 佐世保 一 5 : 3 ワ

大分 3 2 8; 
4 j 大分

3 j 3 
5 

佐伯 。
宮崎 日向 15 5 i 10 。:
〆E』3 三図 ~ 193 j 74 j 119 325 j 131! 194 

議仏
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

次
に
、
昨
年
取
り
組
ま
れ
た
ア
ス
ベ
ス

ト

二

O
番
の
全
国
の
解
決
事
例
等
の
中

か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
当
安
全
セ

ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
だ
も
の
は
事
例
②
。

他
に
も
、
タ
ル
ク
に
含
有
し
て
い
た
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
悪
性
胸
膜
中
皮
醸
の
労
災

認
定
事
例
が
あ
る
(
本
誌
九
二
年
四
月
号

参
照
)
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
供
し

命-、，
C

J
L
'
i
w
 

今回は82年4月28日、(一部別)、前回は91年7月2日実施分

① 職業日暴露による健康被害の伺談

② その他の問題(主に自宅建物の問題等)

旬) 業種・職種

今岡 rjii阿
一

日:設 10 21 
一

i断熱・保j品・間管 5 12 

石綿製品製造 12 12 

造船・i信市ユ;廠 5 7 

l吹き付け 5 

肝体 5 

自動m 2 5 

自動車修理 3 

電気工事 3 

igイラー 3 3 
一mr.a 3 3 

板金 3 

船員 。 2 
一

電力 。 2 
Iz 化学

製鉄 。 2 
その他日造業 16 

その他・不明 16 34 

申告病名(前回分は慢数回答有)

今回 前回

!怖がん 6 ( 2) 14 ( 7) 

悪性lfl皮胸 3( 2) 8( 7) 

|一川がアんス一性ベ胞ス一膜ト胸炎水
。(0) 1( 1) 
O( 0) 1( 1.) 

石綿!W 2( 0) 
23l((l1) ) 

じんIIlt 15 ( 1) 

Illt気胸 O( 0) 

出ト慢性気管支炎 O( 0) 

肺結核 1 ( 0) 3( 0) 

胃がん 。(0) 1 ( 0) I 
肝臓がん 1 ( 1) l( 1) 

食迫力tん 2 ( 0) O( 0) 

右日ltijlllm
0l(100) 1 
。(0) 

良t'J:中皮!l型 1 ( 0) 

肺炎 l( 1) 1 ( 0) 

肺i是i問 1 ( 0) 1 ( 0) 

胸膜炎 2( 0) O( 0) 

不明・なし 35( 0) 81 ( 0) 
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① 

今同 白ij回

40殺未満 3 4 

40-4%~ 7 13 
トー一一一吋

50-59漁 10 22 I 

60~ß9i常 R 19 

70-7%官 5 9 

80命以上

不日11 36 72 

合計 70 140 

日
本
エ
タ
ニ
ッ
ト
パ
イ
プ
高
松
工
場
で

約
三
0
年
間
石
綿
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
(
水

道
管
な
ど
)
の
製
造
に
従
事
、
八
二
年
に

工
場
閉
鎖
。
そ
の
後
、
生
命
保
険
会
社
の

集
金
を
し
て
い
た
が
、
九
一
年
三
月
末
頃

に
下
腹
部
が
は
る
よ
う
で
近
医
に
受
診
。

ム

【
事
例
①
】
谷
口
寿
夫
さ
ん
(
腹
膜
中
皮
腫

一
九
九
一
年
七
月
三
日
死
亡
六
四
才
)

昨
年
の
ア
ス
ベ
ス
ト
一
一

O
番
実
施

後
に
労
災
認
定
さ
れ
た
事
例
等

箇
-
E

・E・-EE
・E・--m幽
E
E
-
-
E
E
E
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五
月
に

Y
総
合
病
院
に
入
院
、
検
査
の
結

果
、
腹
膜
中
皮
腫
と
診
断
さ
れ
、
医
師
か

ら
は
ア
ス
ベ
ス
ト
作
業
の
経
験
が
な
い
か

と
聞
か
れ
た
。
家
族
が
ア
ス
ベ
ス
ト
一
一

O
番
に
電
話
し
た
翌
日
、
本
人
は
死
亡
。

九
一
年
一

O
月
に
高
松
労
基
署
で
業
務
上

認
定
。
愛
媛
労
職
対
、
全
建
総
連
香
川
等

が
協
力
し
た
。

【
事
例
②
】

K
さ
ん
(
石
綿
肺
一
九
九
一

年
六
月
八
日
死
亡
五
O
才〉

高
校
卒
業
後
す
ぐ
の
五
九
年
か
ら
六
三

年
の
四
年
間
、
石
綿
大
手
N
杜

O
工
場

(
奈
良
県
)
で
石
綿
を
扱
う
作
業
に
従
事
。

そ
の
後
転
職
し
て
国
家
公
務
員
に
な
っ
た

が
八
三
年
頃
か
ら
症
状
が
出
現
、
八
五
年

に
奈
良
県
立
医
大
付
属
病
院
に
入
院
。
石

綿
肺
と
診
断
さ
れ
、
翌
年
九
月
に
じ
ん
肺

管
理
区
分
四
の
決
定
を
受
け
て
療
養
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
症
状

は
悪
化
し
入
院
生
活
の
後
、
九
一
年
六
月

に
死
亡
し
た
。

死
後
、
自
ら
の
病
態
を
知
っ
た
上
で
闘

病
し
た
心
情
を
綴
っ
た
ノ
l
ト
が
残
さ
れ

た
が
、
死
亡
し
た
時
に
は
労
災
補
償
の
手

続
き
を
と
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
。
労

災
申
請
と
合
わ
せ
て
、

N
社
に
も
損
害
賠

償
を
請
求
し
、
当
安
全
セ
ン
タ
ー
と
弁
護

士
が
協
力
し
て
九
一
年
一
二
月
に
二
三
O

O
万
円
で
和
解
が
成
立
し
た
。

【
事
例
③
】
大
内
久
さ
ん
(
肺
ガ
ン
一
九

九
一
年
三
月
死
亡
六
四
才
)

住
友
重
機
浦
賀
造
船
所
に
勤
務
。
機
関

蟻
装
関
係
の
重
量
物
運
搬
工
と
し
て
、
機

関
室
、
、
ボ
イ
ラ
ー
室
内
で
ア
ス
ベ
ス
ト
に

曝
露
。
八
七
年
六
月
に
横
須
賀
共
済
病
院

で
肺
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
、
肺
を
切
除
し
た
。

本
人
か
ら
の
再
三
の
労
災
申
請
要
請
で

よ
う
や
く
会
社
は
動
い
た
が
、
退
職
後
二

年
間
く
ら
い
し
か
働
い
て
い
な
い
下
請
け

企
業
(
粉
じ
ん
と
あ
ま
り
関
係
な
い
)
の

事
業
主
証
明
で
的
は
ず
れ
の
「
じ
ん
肺
管

理
区
分
申
請
」
を
し
、
結
果
、
「
じ
ん
肺

所
見
な
し
」
と
い
う
判
定
が
出
て
、
本
人

は
一
度
は
肺
ガ
ン
の
労
災
申
請
を
断
念
し

て
い
た
。
が
、
改
め
て
療
養
・
休
業
補
償

給
付
を
横
須
賀
労
基
署
に
申
請
し
た
。
住

友
重
機
、
下
請
け
企
業
と
も
事
業
主
証
明

を
拒
否
し
た
た
め
調
査
に
不
当
に
時
間
が

か
か
っ
た
。

九
一
年
三
月
死
亡
。
九
二
年
三
月
に
業

務
上
認
定
さ
れ
た
。

【
事
例
④
】

A
さ
ん
(
悪
性
胸
膜
中
皮
腫

一
九
九
O
年
三
月
死
亡
五
三
才
)

一
九
五
七
年
よ
り
配
管
工
事
に
従
事
、

石
綿
を
含
ん
だ
耐
火
パ
イ
プ
の
切
断
や
石

綿
を
含
ん
だ
養
生
シ
l
ト
の
使
用
な
ど
で

石
綿
粉
じ
ん
を
吸
い
込
ん
だ
。
八
七
年
九

月
に
横
須
賀
共
済
病
院
で
悪
性
胸
膜
中
皮

腫
と
診
断
さ
れ
、
九
O
年
三
月
死
亡
。

生
存
中
の
八
九
年
一

O
月
に
横
須
賀
労

基
署
に
労
災
申
請
。
勤
め
先
が
転
々
と
し

て
お
り
、
各
元
請
企
業
の
事
業
主
証
明
拒

否
に
あ
っ
た
。
本
人
死
亡
後
の
九
一
年
六

月
に
な
っ
て
、
八
七
年
五
月
か
ち
り
九
月
に

従
事
し
た
自
衛
隊
横
須
賀
地
区
病
院
新
築

工
事
の
元
請
を
最
終
粉
じ
ん
職
場
と
す
る

こ
と
に
な
り
、
結
局
、
九
二
年
一
月
に
よ

う
や
く
業
務
上
認
定
。

-6-



時
ぉ短

Bの
労た
働め
時の
間法:

l里
!で‘
2労
罰働
日時
|間
金延
雇畏:
査と:
一…

違い
大相

堅つ
A不
ル居室

券議

「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
」
が
今
度
の
国
会
で
成
立
し

た
。
内
容
は
、
企
業
内
で
の
「
時
短
委
員

会
」
の
設
置
の
促
進
な
ど
で
あ
る
が
、
本

当
に
労
働
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
が
ど
う

か
疑
わ
し
い
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
だ
け

だ
っ
た
。
「
な
か
な
か
進
ま
ぬ
時
短
」
と

マ
ス
コ
ミ
各
紙
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
実
際
、
中
小
零
細
の
職
場
は
全
く

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
安
い
単
価
の
仕
事
で
も
、
受
注

し
た
仕
事
は
長
時
間
労
働
で
あ
ろ
う
と
こ

な
す
、
事
業
主
と
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の

姿
が
町
工
場
で
は
一
般
的
だ
。
事
業
主
が

自
分
で
夜
遅
く
ま
で
働
く
の
は
、
ま
だ
置

く
と
し
て
も
、
出
来
る
だ
け
安
く
長
く
働

か
せ
よ
う
と
、
あ
の
手
こ
の
手
で
職
場
に

縛
り
つ
け
ら
れ
る
中
小
零
細
工
場
の
労
働

者
の
生
活
は
悲
惨
な
も
の
だ
。

労
働
基
準
法
に
よ
る
労
働
時
間
規
制
と

し
て
は
、
昭
和
六
三
年
の
改
正
で
新
た
に

一
週
四
0
時
間
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
但
し
、
附
則
に
よ
っ
て
段
階
的
に
短

縮
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
実
際

に
は
昨
年
度
か
ら
は
一
週
四
四
時
間
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
も
業
種
と

規
模
に
よ
っ
て
猶
予
措
置
が
あ
り
、
例
え

ば
常
時
百
人
以
下
の
労
働
者
を
使
用
す
る

製
造
業
は
、
今
年
度
、
つ
ま
り
来
年
三
月

三
一
日
ま
で
は
一
周
四
六
時
間
で
差
し
支

え
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

法
施
行
状
況
に
よ
れ
ば
、
所
定
内
労
働
時

間
に
つ
い
て
は
着
々
と
短
縮
の
道
す
じ
が

つ
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
と
こ
ろ

が
実
際
に
は
、
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
い
。

労
働
時
間
規
制
尊
守
の
労
働
時
間
延
長
引

変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
す
れ
ば
、
時

間
外
手
当
て
も
出
さ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
よ

り
た
く
さ
ん
働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
て
し

ま
う
の
だ
。
労
働
時
間
の
弾
力
的
運
用
が

労
基
法
に
大
幅
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が

前
回
改
正
の
と
き
。
そ
の
と
き
に
も
濫
用

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
た
が
、
な

る
ほ
ど
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用
す
れ
ば

規
制
を
形
骸
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
表
一
〉
を
見
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
東

大
阪
市
に
あ
る
サ
ン
ダ
ル
、
靴
等
の
製
造

会
社
「
ダ
イ
ケ
ミ
」
の
所
定
内
労
働
時
間

に
つ
い
て
九
0
年
度
と
九
一
年
度
の
二
年

間
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と

こ
の
会
社
の
労
働
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
毎
日
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

五
時
半
ま
で
の
実
働
八
時
間
と
い
う
目
一

杯
の
長
時
間
労
働
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

九
一
年
度
(
平
成
三
年
度
)
か
ら
一
週
四

-7-



六
時
間
の
規
制
が
当
て
は
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
労
基

法
違
反
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
こ
の

会
社
は
、
一
ヵ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
を
採
用
す
る
こ
と
で
こ
の
規
制
を
ク
リ

ア
し
た
わ
け
だ
。

一
ヵ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
と
い
う

の
は
労
基
法
三
二
条
の
二
で
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
要
す
る
に
一
月
で
平
均
し
て
週

労
働
時
間
の
規
制
(
こ
の
場
合
は
四
六
時

間
)
以
内
に
収
ま
っ
て
い
れ
ば
、
例
え
ば

あ
る
日
に
十
時
間
の
労
働
日
を
作
っ
て
も

よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
問
題
に
な

る
の
は
一
ヵ
月
で
何
時
間
働
い
た
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
ヵ
月

の
労
働
時
間
の
限
度
か
ら
逆
算
し
、
そ
れ

蜘

2

0
円

H
N
5
5
3
3
羽

5
2
5
珂

山
川

4
-
-
1
-
+
+
-
十
一
ト

+t?
枠

働
問
羽
田

ω肝
ωω
引

ω引
花

田

叩

的

判

桝

労

9
1
1
2
1
2
2
1
2
1
1
2
1
n
的

m
w
E
 

~
~
~
川
川
珂
印
間
関
市
明
白
∞
∞
羽
関
白
川
別
例
胤

ケ

9
1
1
2
2
1
2
1
2
2
1
2
1

幻

川

ィ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
9
1

燃

タ

2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
U

重

表

1
計
計
計
計
計
引

2
2
2
引

目

別

計

)

(
欄

ιι
ら

ι
l
a
a
m
H
ロ
l
z
l合
(本

を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
割
り
振
り
、
就
業
規
則

等
の
別
表
と
し
て
張
り
出
せ
ば
、
法
定
内

の
目
一
杯
を
所
定
労
働
時
間
と
し
て
働
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
す
る
と
ダ
イ
ケ
ミ
で
は
、
毎
日
八

時
間
労
働
で
や
っ
て
き
た
九
0
年
度
の
年

間
所
定
内
労
働
時
聞
が
二
コ

δ
四
時
間
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
方
法
を
採
用
し

た
九
一
年
度
が
二
三
四
0
時
間
と
な
っ
た
。

な
ん
と
、
一
週
四
六
時
間
規
制
が
適
用
さ

れ
て
か
ら
の
方
が
多
く
働
く
羽
田
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ラ
ク
リ
は
、
盆
休

み
や
年
末
年
始
を
含
む
月
の
こ
と
を
考
え

て
み
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
。
要
す
る
に
、

祝
祭
日
な
ど
に
よ
っ
て
少
な
く
な
る
労
働

時
間
分
を
、
変
形
労
働
時
間
制
の
採
用
に

よ
っ
て
一
日
八
時
間
と
い
う
限
度
が
な
く

な
っ
た
他
の
臼
に
振
り
分
け
る
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
月
の
総
労
働
時
間
は
、
一
日

八
時
間
の
規
制
に
従
う
よ
り
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
。

〈
表
二
〉
は
昨
年
度
の
一
月
分
(
十
二

月
二
一
日
か
ら
一
月
二

O
日
ま
で
)
の
カ

日
桐
土
計
叩

働

金

労ω
木

叶

水

だ

火

〉

月

つ
/
」表

日

レ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。
年
末
年
始
の
休
業
が

続
く
こ
の
期
間
は
、
な
ん
と
一

0
時
間
の

所
定
内
労
働
時
間
の
日
が
一
四
日
あ
る
。

一
ヵ
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
を
採
用

し
て
、
と
ん
で
も
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
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労
働
時
間
延
長
の
た
め
の

変
形
労
働
時
間
制
採
用

こ
の
ダ
イ
ケ
ミ
の
労
働
時
間
を
見
て
、

多
く
の
人
は
「
こ
り
や
お
か
し
い
よ
。
」

と
言
い
、
「
労
基
法
違
反
じ
ゃ
な
い
の
」

と
言
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
労
働
省
通
達

は
変
形
労
働
時
間
制
の
目
的
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。



「
変
形
労
働
時
間
制
は
、
労
働
基
準
法

制
定
当
時
に
比
し
て
第
三
次
産
業
の
占
め

る
比
重
の
著
し
い
増
大
等
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
労
使

が
労
働
時
間
の
短
縮
を
自
ら
工
夫
し
つ
つ

す
す
め
て
い
く
こ
と
が
容
易
と
な
る
よ
う

な
柔
軟
な
枠
組
み
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
者
の
生
活
設
計
を
損
な
わ
な
い
範
囲

内
に
お
い
て
労
働
時
間
を
弾
力
化
し
、
週

休
二
日
制
の
普
及
、
年
間
休
日
日
数
の
増

加
、
業
務
の
繁
関
に
応
じ
た
労
働
時
間
の

配
分
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
時
間
を

短
縮
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

ヲ
匂
こ
ん
}
。
」

二
つ
の
表
を
見
れ
ば
、
こ
の
目
的
に
反

す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
週
休
二
日
や
年

間
休
日
日
数
の
増
加
を
図
っ
た
わ
け
で
も

な
い
し
、
業
務
の
繁
閑
に
応
じ
て
労
働
時

聞
を
配
分
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
お
ま
け

に
年
間
総
労
働
時
間
は
延
長
し
た
。

労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
だ
が

労
基
法
違
反
で
な
い
引

こ
の
会
社
の
労
働
者
で
組
織
す
る
労
働

組
合
、
全
国
一
般
大
阪
地
連
大
阪
一
般
労

働
組
合
大
阪
ケ
ミ
カ
ル
工
業
分
会
(
ダ
イ

ケ
ミ
は
労
働
組
合
結
成
を
期
に
製
造
部
門

を
別
会
社
と
し
た
も
の
)
は
、
こ
の
変
形

労
働
時
間
制
が
一
方
的
に
採
用
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
撤
回
を
求
め
る
闘
い
を
始
め

た
。
当
初
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
労
働

時
間
カ
レ
ン
ダ
ー
が
会
社
掲
示
板
に
貼
り

だ
さ
れ
た
後
に
、
労
働
組
合
が
所
轄
の
東

大
阪
労
基
署
に
申
告
し
た
と
こ
ろ
、
新
た

な
就
業
規
則
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
会
社
は
抜
き
打

ち
的
に
朝
礼
で
行
っ
た
選
挙
で
労
働
者
代

表
を
で
っ
ち
上
げ
、
七
月
に
な
っ
て
労
基

署
に
提
出
、
受
理
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的

に
九
一
年
度
の
総
労
働
時
間
の
二
三
四
0

時
聞
が
確
定
し
た
今
年
三
月
末
に
、
再
度

東
大
阪
労
基
署
に
労
組
が
出
向
い
た
と
こ

ろ
、
労
基
署
側
は
こ
の
変
形
労
働
時
間
制

採
用
は
違
法
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
年
間

総
労
働
時
間
に
増
加
に
つ
い
て
も
、
労
基

法
第
一
条
の
「
不
利
益
変
更
の
禁
止
」
は

罰
則
規
定
の
な
い
訓
示
規
定
な
の
で
法
律

の
効
力
を
及
ぼ
す
べ
き
で
な
い
、
と
の
立

場
を
と
っ
た
。

国
会
で
も
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
時
短
促
進
法
が
審
議

さ
れ
た
五
月
十
七
日
の
衆
議
院
労
働
委
員

会
で
、
社
会
党
の
岡
崎
宏
美
代
議
士
は
、

質
問
の
な
か
で
典
型
的
な
変
形
労
働
時
間

制
の
濫
用
で
十
分
指
導
す
べ
き
と
し
た
の

に
対
し
、
佐
藤
勝
美
労
働
基
準
局
長
(
当

時
)
は
変
形
労
働
時
間
制
の
趣
旨
に
あ
わ

ず
指
導
を
徹
底
す
る
と
の
答
弁
を
行
っ
て

い
る
。も
し
「
時
短
は
労
使
で
進
め
る
べ
き
も

の
」
と
の
一
般
原
則
を
の
み
を
重
視
し
、

こ
う
し
た
変
形
労
働
時
間
制
の
濫
用
が
放

置
さ
れ
る
な
ら
ば
、
中
小
零
細
事
業
場
の

長
時
間
労
働
の
実
態
は
改
善
さ
れ
に
く
い

だ
ろ
う
。
労
働
基
準
局
長
の
答
弁
を
待
つ

ま
で
も
な
く
姑
息
な
脱
法
行
為
に
よ
る
労

働
時
間
延
長
に
は
十
分
な
指
導
を
行
う
べ

き
だ
。

9 



九
九
二
年
夏
期
カ
ン
パ

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
夜
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
ご

奮
闘
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
当
関
西
労
働
者
安
全
セ

ン
タ
ー
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
き
ま
し
た
労
災
職
業
病
、
安
全

衛
生
を
め
ぐ
る
運
動
は
、
激
し
い
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、
様
々

な
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
の
労
災
問

題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
に
市
民
団
体
と
と
も
に
実
施
し
た
電

話
相
談
、
こ
の
六
月
に
大
阪
地
評
弁
護
団
が
行
っ
た
電
話
相
談
で

も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
権
利
擁
護
の
活
動
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
「
外
国
人
労
働
者
の
労
災
白

書
」
と
し
て
も
出
版
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
全
国
的
な
取
り
組
み
と
し
て
行
っ
た
第
二
回

ア
ス
ベ
ス
ト
・
職
業
が
ん
一
一

O
番
で
は
、
深
刻
な
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
被
災
労
働
者
の
救
済
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
埋
も
れ
た
ま
ま
で
救
済
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
都
市
部
の
じ
ん
肺
被
災
者
へ
の
援
助
な
ど
の
活
動
も
強
め
て
い

ま
す
。
昨
年
末
に
労
働
省
が
出
し
た
「
い
わ
ゆ
る
労
災
隠
し
の
排

除
に
つ
い
て
」
と
す
る
通
達
は
、
こ
う
し
た
零
細
事
業
所
の
労
働

者
、
未
組
織
労
働
者
が
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
ず
泣
き
寝

入
り
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
一
一
層
の
運
動
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ヘ
の
ご
協
力
の
お
願
い

こ
う
し
た
被
災
労
働
者
の
救
済
活
動
の
ほ
か
、
腰
痛
症
、
頚
肩

腕
障
害
、
指
曲
が
り
症
、
過
労
死
な
ど
の
労
災
認
定
、
職
場
の
日

常
の
安
全
衛
生
活
動
へ
の
援
助
な
ど
セ
ン
タ
ー
会
員
労
組
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
大
阪
市
東
南
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
方
々
と
と

も
に
、
労
働
者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
新
た
な
医
療
拠
点
を
設
立

す
る
た
め
、
「
菜
の
花
診
療
所
設
立
準
備
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

す
で
に
生
野
区
に
場
所
も
決
ま
り
、
年
内
の
開
院
を
目
指
し
て
の

準
備
活
動
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
運
動
内
容
を
さ

ら
に
豊
富
に
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
の
財
政
基
盤
は
未
だ
十
分
と
は

言
え
ず
、
皆
様
の
資
金
援
助
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
実
情
で

す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
の
夏
期
カ
ン
パ
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ハ

υ
市

E
ム

関
西
労
働
者
安
全
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

議

長

岡

義

雄

田
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←診療所の開院場所の遠景

↓開院場所の前景

.....菜の花診療所設立!こ向[1 出資・寄付をお願いします..
【m撃まぎ詮】
(イ)個人一口 5， 0 0 OIT] 

(口)団体一日 1 0， 0 0 0 11] 

出資金は、拠出がなされた[Jより 5年を経過して以降、本人のrlJし山
により無利子にて返還します。

【害事イ寸歪~】

寄付-金には単位を設けておりません。いかほどでもけっこうです。

吋辰柔丞多t】

郵便振替大阪 7-85103 I菜の花診療所設立準備会準備会l
大阪労働金庫天王寺支j占 普通417G364 I診療所設立準備会j
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大阪六
月
十
八
白
ー

韓
国
人
労
働
者

A
さ
ん
は
、
阪

急
宝
塚
線
蛍
が

池
駅
の
高
架
化

工
事
に
お
い
て

ブ
レ
ー
カ
l
で

壁
の
凸
面
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
粉
砕
中
、
重
さ
に
耐
え
き
れ

ず
に
転
倒
し
、
そ
の
際
指
が
下

敷
き
に
な
り
「
指
を
骨
折
す
る

事
故
に
あ
っ
た
。

医
師
の
見
通
し
で
は
「
約
一

か
月
の
治
療
が
必
要
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
¥
事
業
主
は

労
災
補
償
の
手
続
き
を
せ
ず
¥

A
さ
ん
に
五
万
円
を
渡
し
て
ケ

リ
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。

事
業
主
の
言
い
分
は
、
外
国
人

労
働
者
に
も
労
災
保
険
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
ず
ー
元
請

け
か
ら
も
外
国
人
労
働
者
を
雇

う
な
と
言
わ
れ
て
い
だ
か
ら
だ

と
い
う
。
あ
げ
く
の
果
て
に
「

事
業
主
は
五
万
円
と
い
う
低
額

に
ま
で
補
償
を
値
切
り
、
示
談

書
ま
で
取
り
交
わ
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
仕
事
も
で
き
な

い
A
さ
ん
は
生
活
に
因
り
、
ア

ジ
ア
ン
フ
レ
ン
ド
を
通
じ
て
相

談
に
や
っ
て
き
た
。

典
型
的
な
労
災
憶
し
の
事
例

で
は
あ
る
ガ
、
で

き
る
だ
け
早
期
に

帰
り
た
い
と
い
う

本
人
の
意
向
も
あ

り
、
約
一
力
月
分

の
休
、
業
補
償
分

を
事
業
主
が
支
払

う
こ
と
で
合
意
、
一
応
の
解
決

を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。

A
さ
ん
は
、
昨
年
ア
ジ
ア
ン

フ
レ
ン
ド
と
安
全
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
た
「
労
災
電
話
相
談
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
新
今
宮
駅
で
見
て
「

電
話
を
か
け
て
き
た
と
い
う
。

釜
ヶ
崎
に
働
<
外
国
人
労
働
者

に
訴
え
る
効
果
的
な
方
法
を
考

案
す
べ
き
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
事
案
だ
っ
た
。

じ
ん
肺
の
労
災
補
償

…
…
山
……菅田

請
求
に
本
人
の
念
書
け

盛
合
大
且
連
日
明
品
次
・
也
惟

mw京
ロ
{
疋

今
年
三
月
に
大
阪
労
働
基
準

局
よ
り
「
じ
ん
肺
管
理
区
分
二
、

続
発
性
気
管
支
炎
「
要
療
養
」

と
の
決
定
を
受
け
た

O
さ
ん
は
、

最
終
の
粉
じ
ん
職
場
で
あ
っ
た

富
山
県
の
黒
四
ダ
ム
の
工
事
を

所
轄
す
る
魚
津
労
基
署
に
対
し
、

労
災
休
業
補
償
給
付
の
請
求
を

行
っ
た
。
し
か
し
「
発
症
の
原

因
と
な
る
仕
事
が
昭
和
三
七
年

と
古
<
「
給
付
額
決
定
の
基
礎

と
な
る
賃
金
の
資
料
が
存
在
し

qδ 
唱
，
ょ



な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
労
基
署

を
通
じ
富
山
労
働
基
準
局
長
へ

平
均
賃
金
の
算
定
申
請
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
可
決
定
申
請
書
を

受
理
し
た
同
労
基
署
は
¥
建
設

会
社
に
も
決
定
申
請
書
を
求
め

る
と
と
も
に
「
な
ん
と
本
人
に

対
し
改
め
て
「
決
定
に
つ
い
て

一
切
の
異
議
を
申
し
立
て
な
い
」

二合ミ 警嘗

私こと、今般平均賃金決定申請書を提出するにあたり、
1.当時在職した事業場の閉鎖等により同種、同年令の労
働者がいないこと
2.賃金台帳等関係書類が既に廃棄されており、証明する
記録が残っていないこと
3.本申請書提出時現在において、同種同規模の事業が無
ししたがって同種労働者がいないこと
以上、三点の理由により平均賃金決定申請を行いました
が、平均賃金決定について、一切の異義を申し立てない
事を誓約します。

平成
魚津労働基準監督署長殿

申請人住所干
氏名

日月年

と
す
る
念
書
の
提
出
を
求
め
て

き
た
。
平
均
賃
金
の
決
定
は
行

政
処
分
と
し
て
行
う
も
の
で
あ

り
¥
不
服
あ
る
場
合
に
は
労
働

大
臣
に
対
し
て
審
査
請
求
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
労
基
署
が
労
働
者
に
対
し

「
不
平
を
言
う
な
」
と
い
う
念

書
を
取
る
の
は
理
解
し
が
た
い

こ
と
だ
。
意
味
を
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
同
労
基
署

は
不
当
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
た
。

ま
た
「
同
労
基
署
は

支
給
決
定
の
調
査
で
、

す
で
に
大
阪
局
の
段
階

で
提
出
し
認
め
ら
れ
て

い
る
四
力
所
の
粉
じ
ん

職
歴
に
つ
い
て
、
最
終

職
場
以
外
の
三
力
所
の

証
明
も
建
設
会
社
側
に

求
め
て
い
る
。
す
で
に

要
療
養
の
決
定
を
受
け
、

⑩ 

最
後
の
粉
じ
ん
作
業
も
確
定
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を

も
っ
て
支
給
決
定
を
遅
ら
せ
る

の
は
全
<
理
解
し
が
た
く
、
被

災
労
働
者
の
生
活
を
無
視
し
た

補
償
行
政
運
営
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。

各
地
域
で
の
日
常
的
な
労
災

職
業
病
の
闘
い
の
重
要
性
が
痛

感
さ
れ
る
。

一沼沼市明沼市甲沼市叩沼沼====輔副Z-Ez--zz====zzzzzZE---============zZE・
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叫
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仇
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門
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-
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関
西
の
労
働
衛
生
学
の
研
究

者
の
集
ま
り
で
あ
る
、
環
境
科

学
労
働
科
学
研
究
会
の
例
会
ガ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
保
健
と
の

共
催
で
六
月
十
三
日
に
開
か
れ

た
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
、
労

働
関
連
性
疾
患
の
諸
問
題
と
、

労
災
補
償
制
度
問
題
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
。
特
に
労
働
関
連
性

疾
患
に
つ
い
て
は
ー
労
働
省
の

委
託
研
究
課
題
で
も
あ
り
職
業

病
認
定
基
準
と
の
関
連
で
、
今

後
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
同
研
究
会
は
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
¥
こ
の
日
を
最
終
の
例

ム
主
と
し
て
活
勧
の
幕
を
閉
じ
ー

今
後
は
年
二
回
程
度
の
集
ま
り

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
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l

l

岩
崎
さ
ん
の
最
終
粉
じ
ん
職
場
は

建
設
工
事
の
ハ
ツ
り
で
す
が
、
そ
の
前
に

炭
鉱
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

岩
崎
え
え
、
昭
和
二
六
年
か
ら
牛
深
炭

鉱
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
途
中
か
ち
り
天
草

炭
鉱
と
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
け
ど
ね
。

三
七
年
に
閉
山
に
な
っ
て
か
ら
は
二

1
三

年
の
聞
は
撤
廃
の
作
業
で
残
り
ま
し
た
o

i
l
l

そ
の
あ
と
大
阪
へ
こ
ら
れ
た
わ
け

で
す
ね
。

岩
崎
し
ば
ら
く
言
わ
ば
半
農
半
漁
の
生

活
を
し
た
後
、
友
人
の
勧
め
や
、
弟
が
大

阪
に
来
て
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

仕
事
の
あ
る
大
阪
に
や
っ
て
き
た
わ
け
で

す
。
け
れ
ど
、
そ
う
簡
単
に
よ
い
仕
事
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
浄
化
槽
工
事
の
仕

事
な
ど
を
し
た
後
、
ハ
ツ
リ
の
仕
事
を
専

ドー

岩

崎

久

市

さ
ん

門
に
や
っ
て
い
た
大
阪
市
港
区
の
三
宝
工

務
屈
と
い
う
と
こ
ろ
に
職
を
も
と
め
そ
こ

で
だ
い
た
い
十
四
年
間
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
。粉

じ
ん
発
生
源
が
口
に
近
い

ハ
ツ
リ
と
い
う
仕
事

l

l

ハ
ツ
リ
の
仕
事
と
い
う
と
、
粉
じ

ん
が
多
い
作
業
だ
と
い
う
の
は
想
像
が
つ

く
ん
で
す
が
、
実
際
ど
う
で
す
か
。

岩
崎
ブ
レ
ー
カ
l
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

削
っ
た
り
、
穴
を
あ
け
た
り
、
破
砕
し
た

り
と
や
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
ら
粉
じ
ん
の

量
は
も
の
す
ご
い
で
す
よ
。
空
気
の
逃
げ

る
と
こ
ろ
が
な
い
炭
鉱
に
比
べ
れ
ば
ま
し

に
見
え
る
け
れ
ど
、
口
の
ほ
ん
の
近
く
で -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E・....・・・・・・・・........................圃・.................

粉
じ
ん
が
で
て
く
る
わ
け
だ
し
。
も
と
も

と
壊
し
て
粉
じ
ん
た
て
る
の
が
仕
事
み
た

い
な
も
の
だ
か
ら
四
六
時
中
や
っ
て
い
る

わ
け
で
、
吸
い
込
む
の
も
多
く
な
っ
て
い

て
当
然
で
す
。

ー
ー
ー
マ
ス
ク
な
ど
の
粉
じ
ん
対
策
は
ど

う
で
し
た
か
。

岩
崎
マ
ス
ク
は
す
る
に
は
し
た
け
れ
ど
、

昔
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
性
能
が
悪
く
て
す
ぐ

に
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
脇
の
隙
間
で
息

を
し
て
ま
し
た
。
悪
い
と
は
判
っ
て
て
も

窒
息
す
る
よ
り
は
マ
シ
と
い
う
こ
と
で
す

よ。
次
々
と
変
わ
る
作
業
現
場
で

突
貫
工
事
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

-

1

l

ハ
ツ
リ
の
作
業
は
ビ
ル
の
建
設
関

係
だ
か
ら
、
現
場
が
次
々
と
変
わ
る
で

し
ょ
う
。
幾
つ
ぐ
ら
い
の
現
場
に
関
わ
り

ま
し
た
か
。
数
え
ら
れ
る
訳
な
い
か
。

岩
崎
そ
り
ゃ
数
え
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

例
え
ば
大
阪
駅
前
第
三
ビ
ル
建
設
工
事
の

戸

h
d
-sA 



と
き
は
、
ハ
ツ
リ
の
応
援
で
一
ヵ
月
ぐ
ら

い
行
き
ま
し
た
。
建
設
と
い
う
の
は
あ
ら

か
じ
め
工
期
と
い
う
の
が
決
ま
っ
て
ま
す

か
ら
、
他
の
日
程
で
し
わ
ょ
せ
を
受
け
る

と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
み
た
い
で
す
。

あ
の
と
き
は
、
夜
の
遅
く
ま
で
ラ
イ
ト
で

照
ら
し
な
が
ら
作
業
を
や
っ
て
ま
し
た
。

ほ
ん
と
に
深
夜
に
帰
っ
て
寝
て
ま
た
行
っ

て
仕
事
を
す
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。

l

!

十
四
年
も
ハ
ツ
リ
の
仕
事
を
し
て

き
で
、
や
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
。

岩
崎
労
災
事
故
が
き
っ
か
け
で
す
。
骨

折
し
、
そ
れ
以
来
腰
を
ひ
ど
く
傷
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
長
い
間
療
養
し
て
い
た
ん

で
す
が
、
ひ
ど
い
痛
み
が
残
っ
た
ま
ま
症

状
固
定
だ
と
言
わ
れ
て
労
災
の
打
ち
切
り

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
と
て
も
仕
事
が
で
き
る
状
態
で
な
い

し
、
と
ん
で
も
な
い
と
思
っ
て
労
災
の
審

査
請
求
を
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
こ

ろ
診
て
も
ら
っ
た
先
生
が
職
歴
を
見
ら
れ

て
「
じ
ん
肺
の
検
査
も
受
け
た
ら
」
と
言

わ
れ
た
の
が
じ
ん
肺
と
言
わ
れ
た
始
ま
り

i

l

-

-

そ
う
す
る
と
事
故
に
あ
っ
た
現
場

が
岩
崎
さ
ん
に
と
っ
て
の
最
後
の
粉
じ
ん

作
業
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

岩
崎
そ
う
で
す
。
そ
の
現
場
は
そ
の
日

一
日
行
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
が
、
じ
ん
肺

の
労
災
保
険
は
そ
の
現
場
の
元
請
の
会
社

に
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
長
も
「
あ

あ
ハ
ツ
リ
屋
さ
ん
の
人
」
と
い
う
わ
け
で

快
く
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
ハ
ツ
リ
と
い

う
の
は
ほ
ん
と
に
小
さ
い
会
社
で
い
ろ
ん

な
現
場
を
転
々
と
し
て
い
る
の
が
普
通
で

す
か
ら
、
労
災
と
い
っ
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
私
の
ま
わ
り
で

も
労
災
で
気
の
毒
な
目
に
あ
っ
て
い
る
人

が
何
人
か
い
ま
し
た
。
私
の
場
合
は
運
が

よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

-

l

岩
崎
さ
ん
は
じ
ん
肺
だ
け
で
な
く

腰
の
痛
み
も
ま
だ
強
い
よ
う
で
す
が
。

岩
崎
え
え
。
腰
の
治
療
も
続
け
て
い
ま

す
。
結
局
、
症
状
固
定
で
障
害
補
償
を
も

ら
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、

と
て
も
治
療
な
し
に
は
生
活
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
に
、
労
災
打
ち
切
り
と
い

う
の
は
ど
う
も
釈
然
と
し
ま
せ
ん
。
じ
ん

肺
が
あ
る
か
ら
休
業
補
償
を
そ
ち
ら
で
受

け
て
は
い
る
か
ら
い
い
ん
で
す
が
、
な
ぜ

症
状
固
定
と
な
る
の
か
未
だ
に
理
解
で
き

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

-

l

た
し
か
に
そ
う
で
す
ね
。
今
の
労

災
補
償
制
度
の
問
題
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
お
大
事
に
。
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講師酒井一博(労働科学研究所〉

7月24 日(金)午後 6 時~8 時

エルおおさか(府立労働センター) 5階視聴覚室

労働時間法制の変更が進むなか、交替制勤務

の職場の実態も変わってきています。夜勤・

交替制勤務の現状や健康に与える影響に関する

エキスパートである酒井氏を迎え、労働者の立

場からどう取り組んでいけばよいかを考えます。

ふるってご参加下さい。

- 資料代 600円(会員 500円)

主催 関西労働者安全センター (tt0 6 (5 3 8) 0 1 4 8) 
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関西労災職業病の頒価については、長らく l部100円、年間購読料2000円の

低額を維持してきましたが、次々号 (8月号)より次の通り改めることと致し

ました。今後は、さらに誌面の充実につとめ、労働者側からの労災職業病、労

働安全衛生対策に役立つ機関誌として成長させたいと考えていますので、購読

者、会員の万々のご理解、ご協力をいただきたくお願い申し上げます。

。新頒価 1部 200円

く〉新年間購読料 1部 3000円

2部 4800円 3部以上l部につき2400円増

く〉会員購読料 会員への 1部無料配付についてはこれまで通り、 2部以

上については i部につき150円増とします。

(会費1口1000円はこれまでと変わりありません。)

なお、料金改定は1992年8月号(209号)からとなりますので、 7月号までに

年間購読料の請求時期がある場合には、 1年に限り旧料金で請求させていただ

くこととします。同様に、すでに年間購読料をいただいている場合の8月号以

降分、また7月号までの新規購読l年分についても旧料金とします。

購読料、会費のお支払いは郵便振替、銀行振込をご利用下さい。なお新規購

読などの場合にはその旨通信蘭にご記入いただくか、別途電話などでご連絡く

ださし、。

.郵便振替口座大阪6-315742 ・大阪労働金庫梅田支応普通1340284

名義関西労働者安全センタ- 1m. (06) 538--0148 取(06)541-2712

Culture & Communicαtion 

一封筒・伝票からパッケージ・美術印刷-

額国際印刷出版研究所
KOKUSAI 

干551大阪市大正区三軒家東3丁目11番34号
TEL 06 (551) 6854 FAX 06 (554) 5672 


